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１．はじめに

2003年に発足した日本蜃気楼協議会（略称：日蜃協）は毎年、総会・研究発表会を開催

し、蜃気楼に関する多くの情報を発信している。その歴史は、前身となる「蜃気楼フォー

ラムin魚津2002（魚津市制50周年記念事業）」を含めると本年で10年を迎える。この間、

蜃気楼に関する研究発表（講演）は67本を数えている。現在、これほど多くの蜃気楼に関

する研究成果を蓄積している団体は他に例がなく、日本国内においては本会が蜃気楼研究

の中心的な存在になっていると考えられる。

そこで、日蜃協では本会の活動や研究発表をさらに充実させるため、ホームページを活

用した情報発信が必要であると考え、理事会を中心に協議を進めた。

２．ホームページ開設までの経緯

日蜃協では2010年度の総会において、「日本蜃気楼協議会の今後のあり方」を検討する

ワーキンググルーブ（メンバーは理事および事務局）の設置を決定した。実際の作業は、

次のＡＢＣＤプロジェクトチームに別れ検討に入った。

・Ａ(Advertisement)プロジェクトチーム ・・・ 公式ホームページの開設

・Ｂ(Book)プロジェクトチーム ・・・ 公式本の発行

・Ｃ(Communication)プロジェクトチーム ・・・ 市民向けの普及事業

・Ｄ(DataBaseCenter)プロジェクトチーム ・・・ データーベースセンター

Ａプロジェクトチームではまず、公式ホームページの開設に向けて、現状と課題および

対策について、以下の分析を行った。

(1) 研究発表会では講演要旨を作成し、会員および当日の参加者（一般からの参加）に

配付している。ただし毎年、一般からの参加が少ないのが現状である。

さらに研究発表会をＰＲし、外部に向けて情報を発信する必要がある。

(2) 研究発表会の講演要旨については、バックナンバーの保管・管理が曖昧である。

過去の講演要旨のライブラリーを作成する必要がある。

(3) 近年、蜃気楼に関するホームページが数多く見られるようになったが、情報発信は

ほとんどが個人や任意団体であり、一部の掲載事項には個人的な見解が見られる。

日蜃協として公式な見解をまとめ、正しい情報の発信および啓発を行う。

(4) 会員が固定化され、会員数が増加しない。

日蜃協の活動を広く紹介し、ＨＰを会員の募集ツールとして活用する。

(5) 日蜃協の設立から約10年が経過し、これまでの経緯が分からなくなりつつある。

ＨＰに日蜃協の歴史をまとめ、会員および一般に公開する。



３．ホームページの概要

ホームページの開設を機会に、本会の略称および英語での名称を決定し、ドメイン名を

取得した。英語での名称については将来、外国に向けた情報発信を視野に入れている。

正 式 名 称：日本蜃気楼協議会（略称：日 蜃 協）
につしんきよう

英語の名称：japan mirage association

ＨＰのＵＲＬ：http://japan-mirage.org/

※講演要旨や映像等を許可なく転載・複製をしないでください。


